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アラブ首長国連邦の原子力発電開発 

２０１３年５月１７日 

日本原子力産業協会 

１．アラブ首長国連邦（The United Arab Emirates：ＵＡＥ）の概況 

面積：８万３６００ｋ㎡ 

人口：約４４８万８０００人（２００９年ＵＡＥイヤーブック） 

構成首長国：アブダビ、ドバイ、シャルジャ、アジュマン、ウンム・ル・カイワイン、ラアス・

ル・ハイマ、フジャイラの７首長国 

経 済 

・２０１０年のＧＤＰは約２，９７６億ドル，前年度比１０％増。うち，石油・天然ガス分野が

約３割を占める。（アブダビは UAE の GDP の約６割。アブダビの GDP のうち約５割は石油・

天然ガス分野によるもの。） 

・２０１０年の一人当たりのＧＤＰは約４７，４３９ドルで世界１８３カ国中６位（ＩＭＦ） 

・再輸出分を含む２０１０年の輸出額は，約２，１２３億ドル。 

・輸出の約３５％が石油，天然ガス。日本が最大の輸出相手。 

・非石油分野の輸出品は，真珠・宝石類，プラスティック・ゴム製品，船舶類等。 

・２００８年１，５００万ｋＷから２０２０年には４，０００万ｋＷの電力需要増を予測。 

天然資源 

◇石油 

・原油生産量：２８５万バーレル／日（２０１０年） 

・確認埋蔵量：９７８億バーレル（世界の７．１％、世界６位，可採年数：約９４年） 

・我が国への輸出量：７７万バーレル／日（２０１０年）（日本の輸入量の約２１％，なお，過

去１０年における UAE 依存度は２０～２６％の範囲） 

・ＵＡＥ消費量：６８万バーレル／日（世界の０．８％，１０年） 

◇天然ガス 

・生産量：５１０億立方メートル（４，５９０万トン）／年（世界の１．６％，第１７位） 

・確認埋蔵量：６兆立方メートル（世界の３．２％，世界７位，可採年数：約１１８年） 

・日本へのＬＮＧ輸出量：５１７万トン／年（１０年）（日本の輸入量の７．４％） 

・ＵＡＥ消費量：６０５億立方メートル（５，４５０万トン）／年（世界の１．９％，１０年）

・確認埋蔵量：６兆立方メートル（世界の３．３％、世界５位） 

             出典：外務省資料、経済産業省資料、貿易統計、ＢＰ統計、ＩＥＡ等
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２．ＵＡＥの原子力開発計画の進捗 

（第 46 回原産年次大会での ＥＮＥＣアルカータニ氏講演資料等をもとに作成） 

 

■２００６年～２００８年 【エネルギー計画策定への調査実施】 

○エネルギーに関する省庁間作業部会：UAE のエネルギー需要に関する調査結果を発表 

・原子力エネルギーはベースロード発電に関する最も説得力のある提案 

・再生可能エネルギーへの投資により、UAE のエネルギー需要の合計７％が生産される 

・経済および環境パフォーマンス、供給の安全保障、エネルギー多様性、工業開発の可能性を 

展望 

 

■２００８年～２００９年 【原子力政策およびインフラ開発】 

○原子力エネルギー平和利用の評価と開発にかかわる政策の発表 

○ＵＡＥの方針 

・運転の完全な透明性 

・最高水準の拡散防止 

・最高水準の安全性とセキュリティー 

・ＩＥＡＥ基準への準拠 

・責任を負う各国の政府および企業との連携 

・長期的な持続可能性追求 

 

■２００９年～２０１０年 【原子力法準備・公布】 

○２００９年１０月：「原子力エネルギーの平和利用に関するＵＡＥ連邦原子力法」の公布 

 

■２０１０年～２０１７年 【原子力発電所建設および運転準備】 

○経緯 

・２０１０年：バラカでの準備工事に関する限定的な建設申請 

・２０１２年７月：原子力規制庁（FANR）による運転許可の承認とアブダビ環境庁からの NOC

の受領 

・２０１２年７月：１号機の初めてのコンクリート打設開始 

○ＵＡＥの取組み 

・韓国電力公社（ＫＥＰＣＯ）との建設的な協力 

・ＥＮＥＣは、プログラム中間目標（マイルストーン）の達成に戦略的に集中している 

・組織間をまたがる原子力安全文化の実施 

・プロジェクトの期間または段階に応じた戦略的計画策定 

・安全、効率、品質、人材育成がプログラム全体の優先事項 



 3

・原子力エネルギーに対する UAE 国民のパブリック・アクセプタンスを重視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．日本との関係 

・経済産業省と原子力協力文書締結（２００９年４月） 

・安倍総理ＵＡＥ訪問時、原子力協力協定締結に署名（２０１３年５月２日） 

 

以 上 

バラカ原子力発電所建設プロジェクト 

 

◇建設地 

 バラカ（Barakah）（アブダビ首長国の西部地域） 

◇所有者・事業主体 

 首長国原子力公社 

（Emirates Nuclear Energy Corporation：ＥＮＥＣ） 

◇主契約者 

 韓国電力公社（ＫＥＰＣＯ） 

◇建設炉型 

 ＡＰＲ１４００（１４０万ｋＷ・加圧水型軽水炉（ＰＷＲ））×４基 

◇事業モデル 

原子力発電基盤が未整備であるため、契約に基づく国外企業へ発電所建設と運転をセットに委託する

原子力発電運営。建設資金はＵＡＥ側調達、一括発注。 

◇主要スケジュール 

・２００９年２月 国際入札案内 

・２００９年１２月 韓国電力公社率いる韓国企業コンソーシアムが受注獲得 

・営業運転開始（予定）  

  １号機 ２０１７年 

２号機 ２０１８年 

３号機 ２０１９年 

４号機 ２０２０年 


